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雜

報

　
五
〇
二

雜

報

◎
會
員
敍
任
及
辭
令

呉
海
軍
團
附
海
軍
軍
醫
少
尉
　
林

成

道

免
本
職
球
磨
乘
組
被
仰
付
　

(五
月
二
十
六
日
)

敍
從
三
位
　

正
四
位
勳
二
等
　
荒

木

寅

三

郎

敍
正
七
位
　

從
七
位
　
大

内

健

太

郎

敍
正
七
位
　

從
七
位
勳

六等
　

甲

斐

義

長

敍
正
七
位
　

從
七
位
　
杉

山

榮

岡
山
醫
學
専
門
學
校
敎
授
從
五
位
　
藤

田

秀

太

郎

任
岡
山
醫
學
專
門
學
校
長

敍
高
等
官
二
等

岡
山
醫
學
專
門
學
校
長
従
五
位
　
藤

田

秀

太

郎

兼
任
岡
山
醫
學
專
門
學
校
敎
授

叙
高
等
官
三
等

岡
山
醫
學
專
門
學
校
長
　
藤

田

秀

太

郎

賜
三
級
俸

岡
山
醫
學
専
門
學
校
敎
授
　
舟

岡

英

之

助

岡
山
醫
學
専
門
學
校
長
事
務
取
扱
ヲ
免
ス
　

(五
月
三
十
日
)
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陸
軍
二
等
軍
醫
　
上

田

驍

(各

通
)
　

陸
軍
二
等
軍
醫
　
小

橋

納

一

郎

陸
軍
二
等
軍
醫
　
中

村

慶

藏

賜
一等
給

賜
二
等
給
　

陸
軍
一等
軍
醫
　
松

田

良

樹

(五
月
三
十
一
日
)

歩
兵
第
十
六
聯
隊
附
被
免
　

陸
軍
二
等
軍
醫
　
高

原

武

一

補
歩
兵
第
二
土

聯
防
附
　

陸
軍
二
等
軍
醫
　
高

原

武

一

免
本
職
　

松
本
衛
戍
病
院
附
陸
軍
一
等軍
醫
　
矢

澤

弘

水

(
六

月

三

日
)

補
舞
鶴
海
軍
病
院
第

一
部
長
　

海
軍
軍
醫
大
佐
　
服

部
淸

一

海
軍
軍
醫
中
佐
　
三

井

圭

造

補
横
須
賀
海
軍
病
院
部
員
兼
敎
官

海
軍
軍
醫
大
尉
　
泉

松

之

助

免
呉
鎭
守
府
附
補
呉
海
軍
工
廠
附

海
軍
軍
醫
大
尉
　
藤

田

秀

三

郎

補
佐
世
保
海
軍
病
院
部
員

海
軍
軍
醫
大
尉
　
菅

田

直

樹

補
横
須
賀
海
軍
病
院
部
員

(
六

月

七

日
)

歩
兵
第
七
十
聯
隊
附
陸
軍
三
等
軍
醫
　
北

林

稔

免
本
職
補
工
兵
第
二
大
隊
附

免
本
職
　

廣
島
衛
戍
病
院
附
陸
軍

二
等軍
醫
　
中

村

慶

藏

(六

月

八

日
)

陸
軍
三
等
軍
醫
正
　
荻

本

快

吉

補
歩
兵
第
四
十
五
聯
隊
附
兼
鹿
兒
島
衛
戍
病
院
長

補
工
兵
第
六
大
隊
附

陸
軍
一等
軍
醫
　
長

田
祖

村

羅
南
衛
戍
病
院
長
陸
軍

二等
軍
醫
正
　
石

原

廣

四

郎

依
願
休
職
被
仰
付
　

(六
月
十
三
日
)

任
海
軍
軍
醫
少
尉
　

野

間

新

海
軍
軍
醫
少
尉
　
野

間

新

海
軍
軍
醫
學
校
普
通
科
學
生
被
仰
付

(六
月
十
五
日
)

岡
山
醫
學
専
門
學
校
敎
授
従
四
位
勳
五
等
　
上

坂

熊

勝

陞
敍
高
等
官
二
等

(
六
月
十
七
日
)

敍

賜

{勳

賜

金

　
陸
軍
官
等
位
勳
功
　

氏

名

旭
五
等
　
一
、四
〇
〇
　

一等
軍
醫
正
七
位
勳
六
等
　
藤

本

友

之

進

瑞
六
等
　

四
〇
〇
　

三
等
軍
醫
正
八
位
　
秋

山

成

六

(九

年
十

一
月

一
日

)

雜

報

　
五
〇
三
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雜

報

　
五
〇
四

◎
學
位
授
與
決
定
　
豫
て
京
都
帝
國
大
學
醫
學
部
に
論
文
を
提
出

し
學
位
を
請
求
し
居
ら
れ
し
奥
島
貫

一
郎
君
に
對
し
去
月
三
十
日

同
敎
授
會

に
於
て
學
位
授
與
の
決
定
あ
り
た
り
其
略
歴
及
提
出
論

文
題
は
左
の
如
し

君
に
大
正
四
年
九
月
岡
出
醫
學
専
門
學
校
を
卒
業
し
直
ち
に
同
校
助
手
を
被
命
京
都

大
學
醫
學
部
藥
物
學
敎
室
に
於
て
研
究
に
從
事
ぜ
ら
れ
同
七
年
九
月
同
校
助
敎
授
に

被

任
、
同
九
年
二
月
同
校
敎
授
に
陞
進
し
同
時
に
藥
物
學
研
究
の
爲
め
英
、
佛
、
瑞

に
留
學
を
命

ぜ
ら
れ
目
下
獨
逸
國
に
於
て
研
究
中
な
り

主

論

文

U
e
b
e
r
 

d
i
e
 
W
i
r
k
u
n
g
 
d
e
s
 
N
i
k
o
t
i
n
s
 
a
u
f
 
d
e
n
 
S
k
e
l
e
t
t
m
u
s
k

e
l
.

◎

會

員

動

靜

○
三
宅
正
雄
君
　
は
今
般
岡
山
醫
學
専
門
學
校
外
科
講
師
を
囑
託

せ
ら
れ
た
り

○
中
山
次
郎
君
　
豫
て
D
a
v
oa島
に
於
て
醫
業
に
從
事
さ
れ
つ
ゝ

あ
り
し
同
君
は
今
般
歸
朝
岡
山
醫
學
專
門
學
校
附
屬
醫
院
助
手
を

命
せ
ら
れ
た
り

○
柏
村
儔
雄
君
　
は
今
般
福
岡
市
須
崎
土
手
町
溝
口
外
科
病
院
に

勤
務
せ
ら
れ
た
り

○
寺
迫
新
次
君
　
は
今
般
廣
島
市
大
手
町
澄
川
病
院

に
勤
務
せ
ら

れ
た
り

○
恰
土
良
三
君
　
は
豫
て
岡
山
醫
學
專
門
學
校
附
屬
醫
院
第
二
内

科
に
勤
務
し
居
ら
れ
し
が
今
般
大
阪
醫
科
大
學
醫
化
學
敎
室
に
入

り
古
武
博
士
の
許
に
研
究
に
從
事
せ
ら
れ
た
り

○
御
前
慶
造
君
　
は
豫
て
岡
山
醫
學
專
門
學
校
附
屬
醫
院
内
科
に

勤
務
し
居
ら
れ
し
が
今
般
同
校
醫
化
學
敎
室
助
手
に
轉
勤
せ
ら
れ

た
り
○
中
村
泰
吉
君
　
は
兵
庫
縣
相
生
町
東
明
病
院
分
院
に
勤
務
し
居

ら
れ
し
が
今
囘
支
那
汕
頭
聯
和
里
に
安
濟
醫
院
を
經
營
し
診
療
に

從
事
せ
ら
れ
た
り

○
鳥
越
幹
夫
君
　
は
今
般
兵
庫
縣
川
邊
郡
中
谷
村
に
轉
居
せ
ら
れ

た
り竹

内
恂
造
君
逝
く
　
君
は
明
治
三
十
六
年
岡
山
醫
學
專
門
學

校
を
卒
業

し
呉
市
驅
黴
院
に
勤
務
し
其
後
職
を
辭
し
同
市
胡

町
に
於
て
開
業
し
居
ら
れ
し
が
本
月
四
日
永
眠
せ
ら
れ
た
り

と
洵
に
哀
悼
に
堪

へ
さ
る
な
り


